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▲「通路」を�
　埋めた痕跡�

▲
�天守付近の絵図。�

石段は北から登る�
ようになっています�

41

津
山
城
の
築
城
過
程
２�

〜

天

守

台

の

謎

〜�

編�

集�

後�

記�

■
最
近
、
近
く
の
温
泉
に
何
回
も
通

っ
て
い
ま
す
。
と
く
に
む
し
暑
く
、

じ
め
じ
め
し
た
日
に
は
打
っ
て
付
け
。

気
分
も
さ
っ
ぱ
り
し
ま
す
。
そ
し
て
、

楽
し
み
は
何
と
い
っ
て
も
そ
の
後
の

よ
く
冷
え
た
○
○
○
。
み
な
さ
ん
も
、

○
○
○
を
楽
し
み
に
温
泉
は
い
か
が

で
す
か
？
（
郁
）�

■
取
材
で
、
津
山
最
高
峰
の
天
狗
寺

山
か
ら
烏
ヶ
仙
へ
の
縦
走
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
山
歩
き
は
心
地
よ
い
と

は
い
え
、
日
ご
ろ
の
運
動
不
足
が
た

た
り
、
も
う
く
た
く
た
。
で
も
、
こ

の
後
の
よ
く
冷
え
た
○
○
○
は
、
と

っ
て
も
お
い
し
い
。
温
泉
も
い
い
け

ど
山
登
り
も
い
い
で
す
よ
〜
。
（
ｅ
）�

■
３
歳
の
子
ど
も
と
パ
ン
を
買
い
に

行
き
ま
し
た
。
ど
れ
に
し
よ
う
か
考

え
て
い
る
と
、
ネ
ズ
ミ
が
か
じ
っ
た

よ
う
な
パ
ン
を
発
見
。
砂
糖
が
か
か

っ
て
い
る
お
い
し
そ
う
な
パ
ン
で

す
。
”ま
さ
か
“
と
思
い
子
ど
も
を

見
る
と
、
な
ぜ
か
口
の
周
り
が
白
い
。

「
あ
〜
、
あ
な
た
○
○
○
で
し
ょ
」。

も
ち
ろ
ん
買
い
ま
し
た
。
（
ひ
）�

（７月１日現在）�
人　口　90,115  人（前月比＋46）�
　男　　42,967  人（同＋28）�
　女　　47,148  人（同＋18）�
世帯数　34,822世帯（同＋23）�

６月中の異動数�

ひ と の 動 き�

市県民税２期�
国民健康保険料２期�
介護保険料３期�

納期限：９月１日（月）�

今 月 の 納 税 �

出生　  82人、死亡  47人�
転入　193人、転出182人�月�

２００３�

　前回、津山城は本丸から築造が開始され
たと推定されることを書きました。今回は
津山城を代表する建造物である天守（ここ
では一般的な「天守閣」という語は使用せず、
「天守」で統一します）の石垣について検
討します。
　現状では天守台（天守の載る石垣）の東
側に石段が設置されていて、北から南へ向
かって登り、天守穴蔵（地下室）に到達す
るようになっています。ところで天守台の
石垣は前回示した②の技術で築かれている
のに対して、石段の部分は③の技術で構築
されており、明らかに石段の方が新しい状
態を示しています。天守台と石段で石垣の
積み方が違うということは、何を示してい
るのでしょうか。
　津山城の天守の絵図面を調べてみると、
石段はすべて北から天守へ登るように描か
れており、石段が記載されている最も古い
ものは元禄年間（1688～1704）のものです。
現在知られている中で最も古い絵図である
「美作国津山城絵図」（1600年代半ば）で
は残念ながらこの石段は天守の陰に隠れて
描かれていません。よって絵図から検討す
る限りでは、少なくとも元禄以降には石段
は現状のように北側から登るようになって
おり、それ以前については分からないとい
う結論に至ります。
　ところで、天守の南側にある五番門の北
側の石垣に不思議な痕跡が認められます。
現状では南面する東西方向の石垣なのですが、
その途中に石垣の角に用いる「算木積み」
の手法が認められるのです。これはこの部
分の石垣が幅４メートル程度途切れていた
痕跡と思われます。つまり、この部分が通
路となっていた可能性が考えられるのです。
　この部分が通路ならば、位置的には本丸
御殿の奥向きから天守へ南から至るルート

上にあり、この部分を通って天守に至った
場合、天守台に取り付ける石段は現状とは
逆の南から北へ登るように設置されている
のが自然だと思われます。
　ここから先は推測ですが、当初の天守台
周辺の設計は本丸御殿の南側を通り、天守
台の石段を南から登り天守に至る通路を計
画していたものと思われます。それがある
時点で設計の変更が行われ、南側の通路と
なっていた空間はふさがれて石垣となり、
本丸御殿の北側をう回して天守に至る設計
へと変更されたため、天守台の石段も北側
から登るように付け替えられたのだと思い
ます。そのため天守台に設置された石段は
天守台よりも新しい状態を示しているので
はないでしょうか。
　ちなみに五番門の北側の石垣は「美作国
津山城絵図」では現状どおりに描かれてい
ますので、この変更は築城期間中から1600
年代半ばまでの50年程度の間に行われてい
ます。
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